
横浜市中区

NPO法人 ＦＣゴール

地 域 の 横 顔

クラブ概要

●設立年月日：平成１９年２月１７日
●会員数：約２００名
●活動種目：サッカー、バレーボール、

ペタンク、ドッヂビー、ユニホッケー
など 合計５種目

●スタッフ数：約１５名
●主な活動施設：吉田中学校

（倉庫兼クラブハウス）
●会費：プラクティスクーポン制度（ＰＣカード）

参加時に１ＰＣを回収
天候・健康状態・本人都合などの中止や
欠席時は、次回にそのＰＣが使用可能
６ＰＣで３０００円（銀行振込）

●予算規模：約３,５００,０００円

中区は、横浜市（政令指定都市）を構成する１８区
のうちのひとつであり、神奈川県と横浜市の行政機関
が集中している中心的な区です。中華街を擁し、歴史
的に国際色豊かで、外国人登録人口の割合が高い地域
です。２００９年の６月には横浜開港１５０周年を迎
えることで近年さらなる賑わいを見せています。

また、古くからスポーツクラブ文化が根付いていた
地域でもあり、 1868年（明治元年）にクリケット
を楽しむ英国商人の手によってつくられた、外国人向
けの老舗クラブＹＣ＆ＡＣは、現在でも活動を続けて
います。

クラブ対象地域：

組 織 図

クラブ設立のきっかけ

日本のスポーツやスポーツ文化に対する理解は、近
年大きく変わってきました。特に、サッカーのJリー

グの繁栄や日本代表の活躍、またワールドカップの日
韓共同開催などにより、スポーツを取り巻く環境は大
きく改善され進化・進歩を遂げてきました。

しかし、私たちが港・横浜を通じて学んできたス
ポーツやクラブは、なかなか実現化していません。

今、私たちに出来ることは、スポーツを通じて学ん
だ数々のことがらを、次の時代を担う若い人たちに伝
えることではないでしょうか。

競技スポーツを求めることに停まらず、時間・空
間・仲間の３つの間を通じて理念を伝え、人を育てた
い。私たちは、楽しいスポーツで友情を深め、社会に
貢献する場を提供したいという有志により、３０年近
いブランクを埋め、新たにＦＣゴールを再開すること
にしました。

次の世代へ伝えたい！３０年のブランクを埋めた再スタート

感動・感謝・感激を合言葉に、私たちＦＣゴールとし
て理想のクラブを求めていきたいと思います。



Let’s goalcation!!
～スポーツコミュニケーションを通じた

豊かな地域社会の交流と発展に寄与する～

①サッカーがしたかった。
②自発的であった。
③行いたいときに行い、行いたくない

ときには行わないという気軽さ。

スポーツには自分が競技したり、観戦
したり、サポートしたりそれぞれの楽し
みがあります。

競技として勝敗や記録を主の目的とし
て行う場合はチャンピオンスポーツ、遊
戯的な要素を持つ場合（楽しむ事や体を
動かす事を主の目的として行う場合）は
レクリエーションスポーツと呼ぶことも
あります。

スポーツは、気晴らしをする、遊ぶ、
体を動かす、楽しむという意味を表して
いて、この本質追求の延長線上で気軽に
手を挙げたことです。

楽しくなければ誰も続けません。

①競技重視のジュニアスポーツに疑問
②スポーツする場所、機会に疑問
③ジュニア期のスポーツに疑問

楽しさの中で、何を求めるかが重要で
す。プレイ、ゲーム＝全て遊びです。

ルール、マナー、モラルなどスポーツ
の中で何を学ぶかが大切だと思います。

私たち大人は、スポーツ振興計画にも
ある「地域におけるスポーツ環境の整備
充実方策」を追求する義務があります。

設立年表と活動のポイント

ポイント１「クラブづくりはじめの一歩」

気軽に手をあげました！！

ポイント２「クラブづくりの根幹にある使命」

スポーツに対する疑問？！

 

年月

■FＣゴール再結成
・ＦＣゴールの創始者の教えのもと、本牧山頂公園に集まり、意気投合した数名で、30年
ぶりにＦＣゴールを再結成してボールを追い始める。

■活動場所の確保
・黄色いセーフティーコーン4本とボールだけで、数名の参加者とスタッフが楽しく遊び始め
た。なるべくデコボコのない公園や空き地を探し、犬のフンを片付けて場所を確保した。

■総合型ＳＣとの出会い
・単にボールを蹴る場を求めてはじめたＦＣゴールだったが、日本体育協会が展開する総
合型クラブ育成推進事業と出会い、社会教育について考える視点が生まれた。

■平成17年度育成指定クラブ委託事業受託
■設立準備委員会
■運営委員会
■ＨＰ開設

■プレ事業スタート！！
「きちんと生活体験」
・横浜市野外活動センターで1泊2日の宿泊体験
環境資源局のＧ３０研修やレクリエーションを実施
翌日はお迎えの家族とＢＢＱ

6月 ■プレ事業スタート！！
「なかなか何でもスポーツ体験団（北方小コース）」
・毎週金曜日の夕方を利用して事業を実施（～3月）。
・種目は、ドッヂビー、ユニホッケー、フットサルなど。
・参加対象は、小中学生とその家族。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回30～40名の参加があった。

「なかなか何でもスポーツ体験団（吉田中コース）」
・第1・3土曜日の午後を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、初めてボールを蹴る小学生のためのサッカー。
・参加対象は、小学生男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回10～15名の参加があった。

■横浜開港祭クラブＰＲブース出店
■リーフレット作成

7月 ■日本丸海洋体験イベント
・横浜港を利用して家族で海洋スポーツを体験。
・参加料1500円。

■運営委員会

8月 ■設立準備委員会

9月 ■プレ事業スタート！！
「なかなか何でもスポーツ体験団（本町小コース）」
・第1・3土曜日の午後を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、初めてボールを蹴る小学生のためのサッカー。
・参加対象は、小学生男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回10～15名の参加があった。

「なかなか何でもスポーツ体験団（大鳥小コース）」
・第2・4土曜日の午後を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、初めてボールを蹴る小学生のためのサッカー。
・参加対象は、小学生男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回10～15名の参加があった。

「なかなか何でもスポーツ体験談（サルサコース）」
・毎週金曜日の日中にスポーツセンターを利用して事業を実施（～3月）。
・参加対象は成人男女。
・会費は1回500円。

■運営委員会

10月 ■スポーツレクリエーションフェスティバル
■委託事業中間報告書の作成・提出

12月 ■設立準備委員会
■運営委員会

設立準備内容・留意点

－2004年－

－2005年－

5月



クラブが活動する会場を探すのも最初は、
とても苦労しました。学校・コミュニティ
ハウスからは断られ、不信感を抱いたこと
もありました。

公園や空き地を利用した活動が続く中、
学校から部活動支援の要請を受けました。
これによりクラブは学校の扉を少し開くこ
とができました。

部活動支援を始めて、子どもたちの運動
能力の低さに驚愕し、ジュニア期の運動能
力開発に疑問を持ち始めました。さらに、
ＯＢやＯＧがスポーツを続けられる場の必
要性を感じるようになり、社会教育として
のスポーツの必要性や場所の確保を訴える
ようになりました。

部活動支援によって学校関係者とふれ合
えるようになりました。学校教育の限界と
直向に取り組む教師たちとの出会いもクラ
ブにとって大きなものでした。

学校にだけの教育を求めるには限界があ
ります。家庭・地域との連携が大切です。
小中一貫教育が叫ばれていますが、クラブ
にはもっと長いスパンで考えるビジョンが
必要です。ゆりかごから墓場までとは行か
なくても総合型地域スポーツクラブは将来
的にそこを目指すべきだと思います。

また、もうひとつの転機になったのは、
文部科学省が日本体育協会を通じて展開し
ている育成指定クラブ事業を受託したこと
です。文科省委託事業という看板を下げて、
「なかなか何でもスポーツ体験団」という、
楽しさ・仲間・自発性を大切にした事業を
展開し始めました。

すると、少しずつですが、学校や地域か
らクラブを見る目が変わってきたのです。
クラブへの参加者や協力者も少しずつ増え、
地域サークル、子供会、おやじの会などか
ら協力の要請を受けるようになりました。
クラブの活動理念が好循環で理解され始め
ていると感じています。

ポイント３「学校とクラブの関係づくり」

学校・部活動支援

ポイント４「文部科学省委託事業の受託」

スパイラル現象

1月 ■ニューイヤーフェスタ2006
・吉田中学校を会場に、親子サッカー、サルサ、ドッヂビー、ユニホッケー、フットサルなどの
体験イベントを実施。揚げ玉うどん・きつねうどんが振舞われた。

2月 ■設立準備委員会
■運営委員会

3月 ■委託事業決算報告書の作成・提出

4月 ■プレ事業スタート！！
「なかなか何でもスポーツ体験団（吉田中コース1）」
・第1・3土曜日の夕方を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、中高生のためのサッカー。
・参加対象は、中高生男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回20名前後の参加があった。

「なかなか何でもスポーツ体験団（吉田中コース2）」
・毎週木曜日の夕方を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、初めてボールを蹴る社会人のためのサッカー。
・参加対象は、社会人男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回20名前後の参加があった。

5月 ■プレ事業スタート！！
「きちんと生活体験」
・横浜市野外活動センターで1泊2日の宿泊体験
環境資源局のＧ３０研修やレクリエーションを実施
翌日はお迎えの家族とＢＢＱ

6月 ■プレ事業スタート！！
「なかなか何でもスポーツ体験団（本町小コース）」
・第1・3土曜日の午後を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、初めてボールを蹴る小学生のためのサッカー。
・参加対象は、小学生男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・参加者は20～50名と徐々に増加した。

「なかなか何でもスポーツ体験団（大鳥小コース）」
・第2・4土曜日の午後を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、初めてボールを蹴る小学生のためのサッカー。
・参加対象は、小学生男女。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回10～20名の参加があった。

「なかなか何でもスポーツ体験団（北方小コース）」
・毎週金曜日の夕方を利用して事業を実施（～3月）。
・内容は、フロアサッカーとコーディネーション運動。
・参加対象は、小中学生とその家族。
・会費は3,000円（6回分と傷害保険料含）
・毎回10～15名の参加があった。

■横浜開港祭クラブＰＲブース出店

8月 ■Ｎ＆Ｎフェスティバル（吉田中）
・クラブ会員及び近隣住民を対象にサッカーで地域交流をするイベント。サッカーをした後
はカキ氷を食べる。参加料は無料。
■地区懇談会議でクラブＰＲ

9月 ■親子ドッヂビー大会（立野小）
・立野小はまっこおやじの会と共催で、学校区の親子を対象にドッヂビー大会を実施。参
加料は無料。
■設立準備委員会
■運営委員会

10月 ■委託事業中間報告書の作成・提出

11月 ■Ｎ＆Ｎフェスティバル（吉田中）
・クラブ会員及び近隣住民を対象にサッカーで地域交流をするイベント。サッカーをした後
は豚汁を食べる。参加料は無料。
■設立準備委員会
■運営委員会

12月 ■西海カップ（ＹＣ＆ＡＣ）
・ＦＣゴール創始者の西海氏を偲んでクラブ員によって実施されるサッカー大会。
■設立準備委員会
■運営委員会

－2006年－

1月 ■ニューイヤーフェスタ2007
・吉田中学校を会場に、ミニサッカーで地域交流をしてうどんを食べる。参加料は無料。
■設立準備委員会
■運営委員会
■会則の改定
■法人格取得の検討
■クラブ広報パンフレット作成

2月 ■設立総会
・総合型地域スポーツクラブとして新たなスタート
・ＮＰＯ法人格を取得予定

■次年度事業説明会
・次年度の事業説明会を3つの会場で開催し会員・地域住民・学関係者と意見交換を
実施。

■ＦＣゴールハウス2007設置
・吉田中学校内に、クラブハウス兼備品倉庫が設置。

－2007年－



こんなクラブができあがりました！ 今までの枠組みを超えたチャンスを提供するクラブ

これまでずっと、子どもたちを魅了し続けてきたも
の。それは、たんなる遊びでありながら、いつも仲間
との語らいの間であり、空間、時間でした。ここにあ
るのは、総合型地域スポーツクラブ「ＦＣゴール」で
す。

４つのコミットメントを掲げ、スポーツコミュニ
ケーションを通じた豊かな地域社会の交流と発展に寄
与します。

①スポーツを楽しみます。
②仲間を大切にします。
③文化・歴史を学びます。
④子どもと大人が共に成長し続けます。

サッカークラブ活動、なかなか何でもスポーツ体験
団、スポーツ少年団、きちんと生活体験などを活動の
柱にして、これまでの枠組みを超えたチャンスを子ど
もたちに与え、さらにそこに参画する大人も共に成長
しています。

行政・学校との連携が評価され、待望のＦＣゴール
ハウス（兼備品倉庫）が中学校の敷地内に設置されま
した。

ＦＣゴールは、スポーツの新しい姿と仕組みを、学
校・行政・地域のみなさまと一緒に考え、チャレンジ
し続けます。

子どもたちにとって遊びは生活そのものです。
石ころひとつで一日中楽しく、おなかが減るま
で夢中で遊ぶことだってできるわけです。

私たちＦＣゴールはsportの語源にあるような
気晴らしをする、遊ぶ、体を動かす、楽しむな
どの各種活動を続けながら、自分の気持ちで行
動できる「クリエイティブでたくましい人間」
になってくれることを参加するすべてのファミ
リーメンバーに強く望んでいます。

ＦＣゴールの活動を見守ってきた市会議員さ
んからは、「これからも、ＦＣゴール、学校、
地域、行政が協力しながら、多くの子どもたち
の楽しさを見出す場、そこで学んだ子どもたち
がボランティアとして参加できる場として、ま
た保護者も積極的に関わり自らも学ぶことがで
きる場として、地域の中での活動の場を広げて
いってほしい。」と期待が寄せられています。

ＦＣゴールが活動拠点としている中学校の校
長先生は、「部活動の指導に始まった総合型地
域スポーツクラブＦＣゴールは、本校における
４年の実績と創設の精神とビジョンにおいて、
学校や地域と共に子どもの健全育成に貢献でき
る組織であると言えます。子どもの意欲を喚起
するのは学校だけでなく、家庭や地域でもその
役割は大きいものがあります。家庭・地域はも
ちろんですが、ＦＣゴール等での活動を通して
様々な“人とのかかわり合い”を持つことがで
きていることは大切なことです。」とクラブ通
信にメッセージを寄せています。ＦＣゴールの
活動が公立学校との関係に新たな道を開きます。

設立して良かったこと

学校との新たな道を開くクラブ

ここまでＦＣゴールは、感動・感謝・感激を
合言葉に、ＦＣゴールとしての理想をひたすら
追い求めてきました。総合型クラブの創設を目
指していた頃は感じ得なかった責任を各理事者
が今やっと認識し始めています。

ところで、エジソンがランプを発明するのに
５０００回も失敗したそうです。その５０００
回の失敗で、「この組み合わせはうまくいくか
な」ということを発見したと語っています。

そう、失敗は学びと考える。つまり、経験に
は「成功の経験」と「学びの経験」の２種類し
かないと考えます。

人生に失敗はない。成功か、学びか‥
だとしたら挑戦しなければ損です！

今日はじめて総合型クラブに出会った方や、
総合型クラブの設立を目指して奮闘している方
みなさまが、素晴らしい経験と大きな挑戦をさ
れ、たくさんの成功と多くの学びがありますよ
うに。

クラブマネジャー 半谷 真一

今思えば、失敗したと思うこと

常に挑戦しています！！


